【参考1】GISについて「浄化槽台帳システムの整備マニュアル第2版」に
示されている事項
1. P2 「はじめに」のシステムのイメージで紹介されている。(P23にも同図あり)
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2.　　P7-9 「第1 章 浄化槽台帳の位置づけ及び整備にあたっての基本的な考え方について」の参考情報としてGIS機能の有用性が示されている。
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3.　P17「浄化槽台帳の管理項目の設定にあたっての考え方　（３）行政目的別に対応する管理項目」のなかにGISの活用について示されている。

さらにGIS（地理情報システム）機能を浄化槽台帳に連動させると、浄化槽の位置を視覚的に把握するだけでなく、指導の際に浄化槽の現地確認が容易となる。また、関連するデータを地図上で重ね合わせることで、データ検索と表示、各種要因間の関連性の分析が可能となり、拡張的な行政目的に位置づけた「生活排水処理計画等の見直し」や「災害時の適正処理」に活用できる。
4.　P46-51 「(2)機能要件　2」GIS機能(空間データ整備)に関する検討」に以下の事項とGISに関する用語の解説等が示されている。
具体的仕様及び整備方法を定める。

① 表示機能

浄化槽台帳データをGIS マップ上に表示する機能（浄化槽の種類（合併、単独）や法定検査受検状況等によって色分け表示する等）。

② 検索機能

浄化槽台帳データをGIS マップ上から範囲指定して検索する機能。
③ 修正・廃止・削除機能

浄化槽台帳データをGIS マップ上から浄化槽台帳データを修正・廃止・削除する機能。

④ タブレット端末での表示機能

職員がインターネット環境を持つタブレット端末を使用して、現場においてGIS マップを表示・編集する機能。
4.　P66にGIS機能に必要な機能の一覧が以下のように示されている。
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5.　P74-79 参考資料の「（１）浄化槽台帳システム未導入自治体がシステム導入を進める際の手順・留意点」のなかにアドレスマッチングについて示されている。

２）GIS 機能を導入するための手順・留意点

GIS 機能を導入するための第一歩として、位置情報（緯度経度やXY 座標）を台帳に登載する必要がある。住所情報が電子化されていれば【参考】に示す変換プログラムを活用して各住所情報に比較的正確な位置情報（○丁目○番のレベルに対応した位置情報）を付与することができる（アドレスマッチング処理）。

この方法で位置情報を取得した場合は、GIS を活用するために位置情報の修正が必要となる。電子国土（地理院地図）を利用し、表示させた地図上で浄化槽の位置を指定し、台帳の位置情報を修正する方法が考えられる。

【参考】に示した街区レベル位置参照情報アドレスマッチングツールでは、街区レベル位置参照情報が整備されている地域（都市計画区域相当範囲）の住所のみ位置情報への変換が可能であるため、活用できる地域が限定される。より正確な位置情報を取得したい場合は、住所単位のアドレスマッチングサービスがあるが、これらは有償である。（都市計画区域相当範囲外の地域については大字・町丁目レベル位置参照情報が整備されており、「大字」、「町丁目」（自治体によっては「町字」）の住所代表点とその位置座標の対応づけがなされている。）

浄化槽台帳システムにGIS 機能を持たせる場合は、本マニュアルのP47～48 やP66 を参考にし、設定する機能を検討し、システムを構築することになる。
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